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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫店（評価機関記入）】
「帰家穏座(旅から帰ってほっと一息つく)」の法人理念が息づく当事業所は、設立以来変わらぬ思いで利用者支援
に関わってきました。主な特徴は、①人や動物を愛する気持ち②食の楽しみへの拘り➂楽しみごと・イベントをはじ
めとする、生活の質の充実➃地域との親しい付き合い⑤医療との連携と健康面の安心⑥職員の働きやすさへの
配慮などです。訪問すると、保護犬のふうちゃん、愛犬メロディーちゃんの出迎えがあります。家族の一員として大
切にされ、ホームに賑わいをもたらしています。食事では、できる方は豆の皮むき、配膳などを手伝い、時には隣
の肉屋さんの上質な肉で焼肉パーティーをします。ハンバーガーやフライドチキンなどのファストフードも大好きで
す。おいしくないものは残し、利用者の舌のバロメーターはとても正確です。また、夏には自家製花灯ろうに点火し
て楽しみ、秋の運動会などは、皆が本気過ぎて職員も驚くほどです。運営推進会議には地域代表や民生委員など
の他、3個所の同業者を招き、意見交換をしています。近所との付き合いも良好です。さらに看取りもおこない、利
用者がゆったりと人生を愉しみ、終えることを本気で支援されている事業所です。

基本情報リンク先

京都市西京区樫原盆山15-8所在地

一般社団法人　京都ボランティア協会

所在地

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2674000209-00&ServiceCd=320&Type=search

1  自己評価及び外部評価結果

2674000209

法人名 社会福祉法人　未生会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 法人理念をもとに事業所の目標を作成して職員と共有し実践している。
コロナ禍で外出や外食、行事の機会が減ってしまったが、施設内でお楽しみ会や居酒屋、お誕生会等
を開催して楽しんでいただけるようにした。日々の暮らしの中で穏やかでほっと出来る家庭のような安
心感を感じていただき、一人ひとりの生活リズムに合わせてゆったりと暮らせるようすべての職員が共
有し心掛けている。コロナ禍で面会の機会も減ってしまった家族や地域の方に向けて引き続き日々の
様子を手紙や写真、しらかば通信にてお伝えして理解していただけるよう努めた。

グループホームラポールしらかば　1階事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和４年３月１９日 令和５年６月２０日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

〒600-8127　京都市下京区西木屋町通上ノ口町上る梅湊町８３－１「ひと・まち交流館　京都」1階

訪問調査日 令和5年4月21日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

自己評価および外部評価結果  

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

法人の理念は玄関に掲示している。
事業所としての目標を目に付く所に掲示し
職員の意識付けをしている。
年に一度職員会議で見直しを検討している

「ひとり一人の生活リズムを尊重します」の事
業所目標は、全職員で毎年見直し、今年も同
じもので良いという事で、年度目標として定め
ている。事業所玄関、各フロアーに張り出し、
日々の実践に生かしている。

広報紙「しらかば通信」の空欄に事業
所目標を掲げては如何でしょうか？
職員の姿勢がより具体的にアピール
できるのではないでしょうか。

町内会に入りしらかば通信を回覧板で回し
て地域の人たちに情報を発信している。

町内会の回覧板に事業所の広報紙を入れて
回覧してもらい、事業所情報を開示すること
で、コロナ禍でも、近隣住民の理解が得られ
るようにしている。隣家から、レモンや柿、柚
子、野菜、敬老の日の菓子などを頂き、食事
や干し柿づくり、柚子湯などに役立てている。
運営推進会議の場所に隣家のログハウスを
借りている。チューリップなど、季節の折り紙
を届けてくれる方もある。地元の2件の米農
家から米を買い、野菜も頂いている。

地域ケア会議や西京地域包括支援センター
運営協議会等に参加して地域の課題を協
議したり、事業所としてできる事を提案して
いる。

家族代表、民生委員、地域包括職員、地域
の方、近隣のグループホームの方々の参加
を得て2ケ月毎に開催し、事業所の取り組み
や行事等の報告を行い意見交換をしてい
る。家族に参加を呼びかけたり、議事録を送
付して知ってもらっている。

運営推進会議には、地域の代表、地域包括
支援センター、民生委員、複数の他のグル―
プホームなどが参加している。事業所の現状
や事故報告、実地指導や、緊急時対応、地
域情報、他事業所情報などの意見交換をし
ている。議事録は家族や参加者、行政に郵
送や持参している。

運営推進会議の議事録を直接窓口へ提出
に行く、地域ケア会議、事業所連絡調整会
議等に参加している。しらかば通信を持参し
て事業所の取り組み等発信している。

リモート開催では参加できていなかったが、
今後、対面での行政や地域包括施支援セン
ター主催の会議には参加予定である。運営
推進会議の議事録や広報紙を行政に持参し
ている。事故報告を届け出ている。介護保険
上の質問事項は問い合わせて確認してい
る。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

法人の身体拘束委員会への参加をすると
共に事業所内で定期的に研修会や勉強会
を開催して職員へ注意喚起を促し意識を共
有している。また、運営推進会議でも取り上
げている。

年度初めに全職員に「身体拘束ゼロへの手
引き」を回覧し、押印をもらっている。2か月に
1度、運営推進会議後に外部の方を交えて身
体拘束廃止の委員会を開いていたが、コロナ
禍で運営推進会議の書面開催が増え、委員
会は事業所内開催となり、年2回の職員研修
と併せて記録に残している。スピーチロックの
検討では、身近で具体的な研修をおこなって
いる。

職員会議で注意喚起したり職員間で言葉遣
いや対応について互いに注意できる取り組
みをしている。

外部研修に参加後事業所内伝達研修をし
たり、成年後見人に直接相談し活用法法等
を家族に伝えている。

口頭でのみの説明だけではなく、文書でも
説明して理解してもらっている。

面会時や行事等での来所時や、個別に連
絡して要望や意見等を聴いている。要望や
意見等があれば法人に報告し沿えるよう対
応している。

利用者の意見は随時聞いている。食べ物に
関する意見が多い。意見箱に意見は入らな
いが、電話や通院同行前後に家族と情報交
換をしている。面会への意見が多く、時間や
人数の制限はあるが、状況を見て、可能な範
囲で対応している。5月に政府の方針が緩和
されたら駐車場を開放して、取り寄せの食事
で家族との懇親会開催を予定している。

年1回個別に面談をして目標を聴いている
職員会議や、カンファレンス時にも事前にレ
ジュメを配布して意見を出しやすい工夫をし
ている。提案や意見は法人に報告し反映さ
せている。

日頃から職員意見は言える。居酒屋の提案
などは職員の発案である。また、毎月の家族
への便りに写真を添付する案なども職員の
発想である。筍休暇、田植え休暇などがあ
り、職員の実情に合わせて働きやすいように
配慮している。子育て中の職員からも、子供
の不調などによる急な欠勤にも対応してもら
えて助かると聞き取った。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

毎月法人に報告して改善点があれば各事
業所管理者と意見交換して働きやすい環境
づくりに努めている。各職員の状況を把握し
て労働時間等を工夫している。

業務チェック表を活用して職員の力量を把
握しケアの向上できるよう指導している。
研修案内を回覧して参加者には研修日程に
合わせた勤務調整もしている。

勉強会や研修会に参加して交流を図ってい
る。
近隣のグループホームの運営推進会議に
出席し取り組み等を職員会議で報告してい
る。

入所前に自宅や施設、入院先等へ出向い
て面談して本人の思いや希望を聞いたり、
生活歴等の情報を収集しより良い関係づく
りに努めている。

意向を聞くだけでなく、不安な思いを一緒に
考え協力しながら信頼関係を築く。

本人　家族から意向を聴き、必要なサービ
スや選択肢を提示し、希望の実現に沿うよう
情報を提供している。

一人ひとりの残存能力を見極め、本人の意
思を尊重しながら出来なくなった事も本人が
傷つく事なくフォローし、出来る事得意な事
に感謝を伝える。

毎月手紙にて健康状態や生活の様子を報
告して共有している。面会時にも口頭で伝え
ている。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

（10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

26

家族や友人等の電話の取次ぎや手紙や年
賀状等のやり取るが出来るよう支援してい
る。

生活歴を収集し、入居後も以前の生活の継続を
支援している。携帯電話で友人や家族に電話をす
る方、チラシでゴミ箱を作る方、洗濯物干しや畳
み、裁縫、ＣＤ・ＤＶＤ視聴、歌などを生活の中に自
然に取り入れている。百人一首やトランプ、テレビ
での野球や競馬観戦、事業所内の運動会には身
を乗り出して興じている。プランターの寄植えや水
やりも楽しむ。葬儀への参列もある。訪問理美容
でのカットや毛染めの習慣を継続している。愛犬と
の生活も楽しんでいる。

利用者同士の関係性を把握し気の合う者同
士での外出出来るよう機会を作る。レクレー
ションや軽作業を一緒に行えるよう工夫して
いる。

退去後も施設や入院先に連絡してフォロー
をしている。

入居前の面談時に今までの生活歴、趣味、
意向等聞き取り思いや希望の把握に繋げて
いる。入居後は会話や表情から思いを汲み
とり本人の意向に沿うよう検討し職員間で共
有している。

本人の思いは日頃から聞き取り、何か気づきがあ
れば、連絡ノートや、毎月の会議やケアカンファレ
ンスで共有している。おやつや飲み物や食事の希
望にも本人の選択を重んじ、意向を反映させるよ
うにしている。アセスメントは入所後3か月と、その
後6か月ごとに更新し、変化を記録し介護計画に
つないでいる。

しっかりと利用者に向き合い、意向を汲み
とっておられますが、日々の入居者日常
生活記録がもう少し具体的であれば、もっ
と状況が分かり、新しい課題発見の糸口
になると思われます。記録の簡素化と明
確化は、いずれも記録上の重要な要素で
すので、ご一考願います。

本人、家族、利用されてたサービス事業所
等から情報提供してもらいこれまでの馴染
みのある生活が大きく変わらないよう努めて
いる。
日々の個人記録、申し送り、訪問看護記録
等本人に係る関係機関から情報を収集して
いる。

日々の生活の中で本人にとっての課題を見
極め本人、家族の意向を聴いて介護計画を
作成し3ヵ月毎のモニタリング　6ヵ月毎に見
直している。医師、リハビリ担当者、歯科衛
生士等各種関係機関の意見を聞いて介護
計画を作成をしている。

関係機関と連携し、家族の意向も反映させて介護
計画を策定している。計画には家族や各専門職
の役割が明記されている。日々の入居者日常生
活記録の上欄には個々の介護計画が印字され、
下欄の生活記録には、各職員の支援内容が上欄
の介護計画のどの項目に合致するか、介護計画
の番号で記録されている。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

（11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

（12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

30

32

33

日々の生活の中で、変化，気づき、関わり等
を個人記録、日常生活表等に記録し、朝、
晩の申し送りにて職員間での情報を共有
し、カンファレンスにて見直しや検討してい
る。
本人、家族の状況に合わせ、希望等があれ
ば臨機応変にて対応するよう取り組んでい
る。

地域の行事、すこやかサロンに参加したり、
近隣の他施設の行事等に参加し交流を深
めている。

入居時かかりつけ医の選択ができる事を説
明し同意を得ている。専門医に関しては家
族、職員が同行受診することもある。

全員が協力医療機関による月2回の訪問診療を
受け、同事業所の訪問看護や、24時間体制での
サポートを受けている。他科受診には家族や協力
医療機関以外の訪問看護ステーション看護師な
どが同行し、本人の状況に見合った支援をしてい
る。歯科医師による定期訪問、歯科衛生士の口腔
衛生指導を毎週受けている。数名が訪問マッサー
ジの施術を受けている。

2週間ごとの訪問看護の時、日常の変化、
状態、気づき等を伝え、適切な指示を受け
連携をとっている。

入退院時は相互の医療機関より診療情報
提供を受けたり、退院前カンファレンスに家
族とともに参加して、退院後の施設での生
活が出来るよう努めている。

入居時に終末期についての説明を行い身
体状況に変化がみられた時は、医師の判断
を受け、職員、家族での話し合いを重ね連
絡を密にとりながら方針を共有するように努
めている。

急変時対応への希望を個人カードに記載し、変更
時には、その年月日を記載している。重度化した
場合の対応に係る指針を整備している。看取りに
は、医師などの指導に加え、経験豊かな職員が、
その時々に応じた実践を直接職員に指導してい
る。逝去の後、偲びのカンファレンスで反省点や
気づきを話し合っている。今年度は事業所内で4
件看取り、コロナ禍でも家族は外から直接居室に
入り、本人と最期の別れができ、感謝されている。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

一人ひとりの緊急マニュアルを作成し職員
全員が共有し行動できるようにしている。応
急手当、初期対応もでいるよう話し合ってい
る。

年2回消防訓練を行っている。１回は消防署
たち合いのもと、消火、誘導、通報の訓練、
災害時の対応についてのアドバイス、評価
を受けを次回に繋げている。利用者に合わ
せた訓練も行っている。

昼と夜の想定で消火・誘導・通報の訓練を年2回
実施している。夜間は職員一人で寝たきりの利用
者をどのように避難してもらうかを考え、シーツな
どを利用してシミュレーションをしている。居室の
表札を裏返し、扉を開けて避難済みの合図にして
いる。居室から避難できない利用者の表札はその
ままにして、煙が入らないように扉を閉め、消防士
に任せるという方法を考えている。動ける利用者
は一緒に玄関先に避難している。消防署の立会
は暫くなかったが、次回は要請する予定である。
以前は民生委員の参加もあったが、コロナ禍以降
はない。備蓄は3日分の水やアルファ化米、レトル
ト食品や調理にも使える缶詰類、カップ麺、手袋
や衛生用品などを保管している。運営推進会議に
参加している近隣のグループホームとも話し合
い、備蓄のシェアを考えている。緊急時用に利用
者情報のリストを作っている。

日々の支援の中でも、特に排泄の言葉かけ
は仰々しくなく、馴れ馴れしくなくを心掛け
職員間で注意し合いながら、定期的にセル
フチェックを行っている。

特にプライバシーの研修はしていないが、職員会
議やカンファレンス、身体拘束や虐待の研修時に
言葉遣いや接し方、支援方法など基本的なことを
伝えている。本人のできていない所をさりげなく手
伝い、自尊心を尊重した対応を心がけている。居
室は自宅という捉え方で、ノックや言葉遣いなどに
も気を配っている。一人ひとりに合った対応や支
援を常々心掛けるように伝えているが、十分にで
きていない時は職員同士で声をかけあったり、管
理者が個別に声をかけるなどしている。

日々の生活の中で本人の思いや希望等が
伝えられるように声掛けしている。意思表示
が難しいときは表情や言動を関わりの中で
汲み取り本人の思いに沿えるようにしてい
る。

ひとりひとりの生活リズムを把握し、優先す
べき事を業務の中でも話し合い事業所全体
で課題にあげ話し合い共有している。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

月に二回の訪問理美容でそれぞれに合う髪
型や毛染めをしてもらい気分転換をしてもら
う。本人の希望を聞き一緒に考え好みの支
援をしている。家族の要望も聞き入れてい
る。
下ごしらえを手伝ってもらったり、その日の
献立を利用者に相談し旬の野菜を取り入れ
たり肉や野菜のバランスを考えている。ま
た、お隣から頂く野菜や果物を楽しみにされ
ている。

利用者にも声をかけ、食べたい物や食材を見せて
一緒に献立を考えている。コロナ禍のため、食材
は宅配やスーパーで職員が調達している。隣家か
ら敬老会に葡萄やお菓子の差し入れがあり、頂い
た大葉やレモン、スダチなども時折食卓に上る。
ベランダ横の菜園で獲れたさつま芋で大学芋を
作った。以前は近所の焼肉屋で外食をしたが、今
は上質の肉を買い、事業所のベランダで焼肉パー
ティーをしている。ハンバーガーやフライドチキン
などのファストフード、カツサンドも大好物である。
えんどう豆のさやとり以外に、今は料理のできる
利用者はいないが、おしぼり配り、テーブル拭き、
配・下膳など、できることをしている。おせち料理
や白みその雑煮、ぜんざい、干し柿などを手作り
し、喜ばれている。飲み物は数種の中から選んで
もらっている。

お茶に限らず、好みに応じて飲み物を提供
し水分不足に気を付けている。一人ひとりの
適応量を把握しその人に合ったメニュー、形
状を用意し柔軟な対応を心がけている。食
事時間も体調に合わせるようにしている。

定期的に訪問医、衛生士による口腔ケア指
導を受けている。口腔ケアが難しい時は職
員が援助している。夜間は義歯は外す声掛
けをして、ポリデントに浸けている。

排泄のパターンを把握、言葉掛け、誘導を
行っている。表情、動作等のサインも見逃さ
ないよう注意をし、トイレでの排泄が出来る
よう支援している。

排泄の間隔や、尿意を感じた時の行動などを把握
し、声かけや誘導をしている。尿意を感じない方に
は定時誘導をして、昼間はトイレでの排泄を支援
している。トイレの取りやすい所にパットを置き、自
分でパットを交換できるようにし、必要に応じて声
かけや支援をしている。夜間は無理に誘導せず、
個々に合ったオムツやパットを使用し、睡眠を妨
げないようにしている。日々の様子を職員間で共
有し、試供品を用いて様子を見るなどして、排泄
用品を見直している。家族とも相談して、変更があ
れば介護計画に反映させている。立位が不安定
で夜間だけポータブルトイレ使用の方もいる。
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京都府　グループホームラポールしらかば　1階

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

食事、水分補給に注意しながら排便リズム
を把握する。ラジオ体操等の運動も取り入
れている。訪問医による排便調整の為の服
薬の指示をうけスムーズな排便ができるよう
支援している。

週2回を目途に本人の希望に合わせ時間、
曜日も考慮している。入浴時間は話したい
事を傾聴し、異性介助の拒否のある時は担
当を変える対応もしている。特に肌の乾燥
に気をつけ保湿をしている。

1人週2回の入浴は確保できるように、1日に3～4
人が入浴をしている。見守りや介助で浴槽につか
れる方がほとんどであるが、浴槽が跨げず、シャ
ワー浴のみの方もおられる。同性介助の希望はな
い。入浴を嫌がられる方には、日時を変えて対応
している。職員と2人きりになる入浴時に昔の話や
苦労話などを聞けることがあり、貴重な時間となっ
ている。頂いた柚子で柚子湯をを楽しんだり、入
浴剤を利用される方もおられる。好みのシャン
プーやトリートメントを使われる方もある。

一人ひとりの睡眠リズムを尊重しつつも
眠れない時は温かい飲み物でリラックスしな
がら話を聴いたり、安心して眠れるまで傍に
いる。日中も休息の時間を取れるようにして
いる。

調剤薬局との情報を共有し薬の変更等、注
意点も職員全員が周知、把握、共有できる
よう努めている。状態の変化に留意しクリ
ニックに報告している。

日々の生活の中で、できる事、やりたい事、
楽しみを聴いて残存能力を把握し、楽しみな
がら役割を持ってもらえるよう個々に対応し
ている。

コロナ禍でもあり、外出支援はほとんど行え
ていないが、お天気が良く暖かい日は外に
出て外気浴や近くを散歩するなどしている
が家族とのお出かけを少しづつ再開してい
る。

コロナ禍で外出は殆どできていないが、洛西方面
への車中ドライブや、借景ながら隣家の桜や、実
のなる木々、花々、紅葉などに四季を感じることが
できる。玄関先やベランダ、花壇での外気浴や、
洗濯物を干しに外に出ている。外に出たがる利用
者は、家族と相談して、職員が遠目に見守りなが
ら、一人で敷地の外周を歩いてもらっている。新型
コロナへの対応が少しづつ緩和されており、今後
は墓参りや、ちょっとした外出の再開も考えてい
る。また、状況を見て、前の駐車場で、家族と食事
や交流をする機会を持つ計画をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

（20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

54

個人で財布を持ってもらい自分で支払いが
できるよう、見守り支援している。

家族、親戚、友人等からの電話は子機を使
用し居室内で気兼ねなく話せるよう支援して
いる。郵便物も本人に手渡し返信できるよう
支援している。

共有空間は毎日の清掃、換気、温湿度調整
を行い快適な空間を心がけている。玄関、リ
ビングには季節の花を飾り、窓から見える
景色で季節を感じてもらいながら対話してい
る。

利用者はリビングで保護犬のふうちゃん、メロ
ディーちゃんと過ごしている。大き目のテーブル3
台の、好きな場所に座り、時には窓際や壁のソ
ファでくつろぐ。藤棚を模したすだれに、藤の花の
折り紙を飾り、近所の方に戴いたチューリップの折
り紙や、職員が撮った城南宮の梅や、近所の桜の
写真などとともに壁面を彩り、季節を告げている。
テレビはそれぞれの場所から見えるように3台設
置している。カルタや百人一首、競馬や野球番組
で盛り上がり、新聞や雑誌を読み、自分の好きな
ＣＤをかけてもらったり、テレビ体操をするなど、そ
れぞれが自分のペースで過ごされている。広告で
ゴミ箱を折り、洗濯物たたみやモップでの掃除、ゴ
ミ集めなど、できることをしている。空気清浄機を
置き、換気や室温、明るさに気を付けている。

一人ひとりの状態を把握して家具の配置や
必要に応じ共有スペースへの案内や、新聞
や雑誌の置き場所を決めることで動いても
らえるよう声掛け、誘導をしている。

気の合う方で座れるよう配置を考えたり、
ゆったりとした時間が過ごせるようソファー
の位置を配慮し、思い思いの時間が過ごせ
る空間作りをしている。

入居時、馴染みのある家具等を持ちこま
れ、家族と相談しながら配置している。身体
状態に合わせ安全に生活できるよう配置換
えもしている。本人の大切にしてる物を置く
ことで安心して過ごせるよう配慮している。

居室入口の横に木製の表札が掛り、その下に花
に囲まれた顔写真が貼られ、自室の目印としてい
る。また、各室の扉に好みの暖簾を掛け、そこか
らは利用者の家という捉え方で対応している。部
屋にはベッドやエアコン、防炎カーテンが備え付け
られ、寝具や衣類、使い慣れた三面鏡や低めの
椅子、タンス、テレビなどを自宅から持ち込み、位
牌や家族の写真、ぬいぐるみ、アートフラワー、カ
レンダーなどを飾り、利用者の好みに合わせた空
間づくりをしている。掃除は主に職員がおこなう。
隣家と距離があり、屋外に緑も多く、採光も良い。
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